[bookmark: _Hlk197011615]令和８年度介護保険施設等の運営における留意事項について（運営関係）
項目ごとに対象サービスを記載していますので、事業所ごとに該当する項目を確認していただくようにお願いします。

介護保険制度に基づく運営へのご理解とご協力のお願い
対象：全サービス
運営指導においては、日々の介護に対する真摯な取組が随所に見受けられ、東大阪市の介護保険を支えていただいていることを大変心強く、またうれしく感じております。その一方で、介護保険法に基づく運営ルールを十分に把握しないまま施設運営が行われている事例も、一部に見受けられました。東大阪市では、複雑な介護保険制度における運営ルールを分かりやすく整理した自主点検表を作成しております。介護報酬の算定にあたっては、施設管理職のみならず、現場で介護に携わる職員の皆さまにおかれましても算定ルールをご理解いただき、適切な介護サービスの提供が行われるよう、ご協力をお願いいたします。
なお、ある施設において、取得している加算ごとにファイルを作成し、見開きに自主点検表の項目を貼付した上で、すべての項目が満たされていることを確認し算定されている事例を拝見しました。また、自主点検表を活用し、内部監査を実施してくださっている事業所もございます。
いずれも好例であることから、この機会に紹介させていただきます。
施設サービス(自主点検表)
https://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000005201.html
特定施設入居者生活介護(自主点検表)
https://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000014774.html
地域密着型サービス自主点検表【法人・高齢者施設課所管】
https://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000031704.html

科学的介護情報システム（LIFE）について
対象：全サービス
事業所・施設に必要な事前準備及び作業等について
現在、厚労省運用LIFE を利用している各事業所・施設において、LIFE 関連加算を継
続して算定いただくためには、令和８年５月11 日から令和８年７月31 日までの間に国
保中央会運用LIFE への移行作業が必要となります。これに先立ち、厚労省運用LIFE に
おいて移行の準備を行うため、令和８年４月24 日からは、厚労省運用LIFE への新規利
用申請、事業所サービス及び利用者情報の削除ができなくなります。また、厚労省運用
LIFE については、令和８年９月１日にサービスを停止する予定です。
詳細について以下URL参照してください。
https://www.mhlw.go.jp/content/001677729.pdf　（令和８年３月23日厚生労働省老健局老人保健課、高齢者支援課、認知症施策・地域介護推進課事務連絡）
[image: タイムライン

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]

[bookmark: _Hlk167353410]LIFEに関連する加算は運営指導での指摘及び介護報酬の返還手続きが多い項目となっています。
昨年度の運営指導にて判明したLIFEデータ送信漏れ主な原因は、データの送信漏れ及び送信後の履歴確認漏れでした。履歴の確認方法は下のURLより参照ください（※１）
科学的介護情報システム（LIFE）について（厚生労働省HP）
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html
※１　履歴操作マニュアル・よくあるご質問等
https://life-web.mhlw.go.jp/help
（「様式情報の登録等の操作方法を知りたいとき」「5.2.2 様式情報の履歴を見る」参照）
※２　科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について（老老発0315第４号）
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001233448.pdf

	


令和6年度末で経過措置期間が終了した事項について
[bookmark: _Hlk134278000]令和６年度介護報酬改定のうち、令和７年３月３１日までの経過措置を設けられていた事項です。令和７年4月1日にて措置期間満了（義務化）となっていますのでご注意ください。

・業務継続計画未策定減算の経過措置が終了
対象：居宅指導療養管理と特定福祉販売を除く全サービス
業務継続計画未策定の場合は減算適用となりますのでご注意ください。
[image: ]


・身体的拘束等の適正化の措置の義務化
対象：短期入所系サービス
[image: ]
・身体拘束廃止未実施減算の経過措置が終了
対象：短期入所系サービス
身体的拘束等の適正化の措置が取られていない場合は減算適用となります。

[image: ]

・協力医療機関連携加算に係る経過措置が終了
対象：介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院
協力医療機関連携加算をとっている場合、要件をすべて満たす場合はこれまで1月100単位でしたが、令和7年度より1月50単位に変更になっています。
[image: ]







・重要事項説明書を書面掲示に加え、ウェブサイト掲載公表することの義務化
（全サービス）
[image: ]

令和８年度も経過措置中の制度
・特定施設入居者生活介護の口腔衛生管理の強化（令和８年度まで）
[image: ]
必ず以下のURLにアクセスし、通知および様式の確認をお願いいたします。運営指導での指導項目に該当します。
リハビリテーション・個別機能訓練、栄養、口腔の実施及び一体的取組について
https://www.mhlw.go.jp/content/001227728.pdf

上の通知の「第六 口腔衛生の管理体制に関する基本的な考え方並びに事務処理手順例
及び様式例の提示について」の項目が該当部分です。

・協力医療機関との連携（令和８年度まで）
[image: ]

・利用者の安全や介護サービスの質を確保、職員の負担軽減を検討する委員会設置について（令和８年度まで）
[image: ]
①「介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン」を参考にしてください。
②他の事業運営に関する会議（事故防止など）と一体的に開催して差し支えありません。
以下のURLを確認し、整備を進めていただくようにお願いいたします。
介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン　改訂版
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/Seisansei_kyotaku_Guide.pdf



加算等の算定要件についての確認について
①サービス提供体制強化加算　対象：全サービス
　サービス提供体制強化加算を届け出た事業所において、翌年度以降においても引き続き同じ区分を算定する場合、算定する年度の前年度（３月を除く。）の職員の割合の平均が、算定要件を満たしているかどうかを必ず確認したうえ、算定根拠資料を事業所内で保管してください。
　なお、確認の結果、算定要件を満たしていないことが判明した場合は、速やかに当該加算の取り下げを行ってください。

②・日常生活継続支援加算（対象：介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護）
・入居継続支援加算（対象：特定施設入居者生活介護）

　日常生活継続支援加算及び入居継続支援加算を届け出た事業所において、届出月の翌月以降においても、事業所において入所者の割合や職員の割合が算定要件を満たしているかどうかを毎月必ず確認したうえで算定根拠資料を事業所内で保管してください。
　なお、確認の結果、算定要件を満たしていないことが判明した場合は、速やかに当該加算の取り下げを行ってください。

[bookmark: _Hlk134272378]定員超過・人員欠如について
対象：全サービス
[bookmark: _Hlk134272406]算定要件に「定員超過利用・人員基準欠如に該当しないこと。」が規定されている加算について、定員超過利用や人員基準欠如による減算が行われているか否かに関わらず、定員超過利用・人員基準欠如に該当する月については、要件を満たさないことになりますので、ご注意ください。
【例】
５月に介護職員の員数が欠如（欠如の割合が1割以下）となり、６月に解消された場合の取扱い。
介護職員の人員基準欠如の割合が1割未満の場合、その翌々月から解消月まで減算となるが、翌月の末日までに人員基準を満たすようになっていれば、人員基準欠如による減算は行われない。（5月6月分ともに人員基準欠如による減算なし。）
ただ、5月に人員基準欠如となっている状態であるため、算定要件に「人員基準欠如に該当しないこと。」が規定されている加算（サービス提供体制強化加算など）については、5月分の算定をすることができない。

※当該取り扱いについては、厚生労働省老人保健課に確認済みです。



[bookmark: _Hlk134273468]身体的拘束等に係る取り扱いについて
対象：全サービス
[bookmark: _Hlk134273595]① 利用者または他の利用者等の生命または身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を行ってはなりません。なお、「緊急やむを得ない場合」とは、次の３つの要件を満たすかを組織的に判断した場合です。
[bookmark: _Hlk134273692][bookmark: _Hlk134273693][bookmark: _Hlk134273694][bookmark: _Hlk134273695]〔切 迫 性〕：利用者本人又は他の利用者等の生命又は身体が危険にさらされる可能性
が著しく高いこと
〔非代替性〕：身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する介護方法がないこと
〔一 時 性〕：身体拘束その他の行動制限が一時的なものであること

[bookmark: _Hlk134273992]② 各サービスの基準において、次に掲げる措置を講じなければなりません。
[bookmark: _Hlk134274015]　１　身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録すること。
[bookmark: _Hlk134274662][bookmark: _Hlk134274626]　２　身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３月に１回以上開催するとともに、その結果について、介護従業者その他の従業者に周知徹底を図ること。
[bookmark: _Hlk134274699]　３　身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること。
指針に盛り込むべき項目は次のア～キの通りです。特に「カ」の記載漏れが多く見受けられますのでご注意ください。
ア　事業所における身体的拘束等の適正化に関する基本的考え方
イ　身体的拘束適正化検討委員会その他事業所内の組織に関する事項
ウ　身体的拘束等の適正化のための職員研修に関する基本方針
　エ　事業所内で発生した身体的拘束等の報告方法等のための方策に関する基本方針
オ　身体的拘束等発生時の対応に関する基本方針
[bookmark: _Hlk134274170]カ　利用者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針
キ　その他身体的拘束等の適正化の推進のために必要な基本方針

[bookmark: _Hlk134274038][bookmark: _Hlk134274720]　４　介護従業者その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための研修を年2回以上実施すること。

③身体拘束に関しては厚生労働省より以下の手引きが出ております。
また、令和６年３月には追加・補足情報もございますので身体拘束ゼロに向けてご活用ください。
介護施設・事業所等で働く方々への身体拘束廃止・防止の手引き
（令和６年３月）
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001248430.pdf
身体拘束ゼロへの手引き（平成１３年）
https://www.fukushi1.metro.tokyo.lg.jp/zaishien/gyakutai/torikumi/doc/zero_tebiki.pdf




[bookmark: _Hlk134274427]身体的拘束廃止未実施減算について
[bookmark: _Hlk134274472]対象：全サービス
[bookmark: _Hlk134274518]利用者に対して身体的拘束等を行う場合の上記７②の１の記録を行っていない場合又は身体的拘束等を行っているか否かに関わらず定められた措置（上記７②の２～４）を講じていない場合は減算となります。
[bookmark: _Hlk134274886]現在適切な措置を講じている場合であっても、過去に措置を講じていない状況が判明した際は、判明した月の翌月から減算となります。その場合は速やかに改善計画を提出し、判明月から３月後に改善状況を報告する必要があります。
別添　身体拘束等の廃止に関する指導及び身体拘束廃止未実施減算の適用の考え方について




[bookmark: _Hlk134276316]　
地域密着型サービスの不適切な利用について
対象：地域密着型サービス事業者
[bookmark: _Hlk134276382]　地域密着型サービスは、原則として、事業所が所在する市町村に居住しており、当該市町村の被保険者として介護保険料を納めている者が利用できるサービスです。
地域密着型サービスを利用するために、地域密着型サービス事業所へ直接住所を移すことや、住んでいる実態や住む予定のないところに住所を移すことで、被保険者証を取得することは不適切です。もしこのような事例が発覚した場合には、指導対象となり、介護給付費の支給が認められません。
[bookmark: _Hlk132730245][bookmark: _Hlk134276427]特に（介護予防）認知症対応型共同生活介護や地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護に入居の手続きの際には、住所が東大阪市の場合でも住所地特例施設（有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅など）に入居している場合には、他市の被保険者であることも考えられますので、必ず介護保険の被保険者証で東大阪市の被保険者であることの確認を徹底してください。






サービス種別事故報告内訳について
対象：全サービス
令和７年度中の事故報告の内容を確認いたしますと、転倒・転落に関する事故が全体の約67％を占めており、施設における事故の中でも特に多い状況となっております。
転倒：210件（59％）
転落：27件（8％）
利用者の皆さまの安全を確保するうえで、転倒・転落への対応は引き続き重要な視点と考えられます。

転倒・転落対策についてのお願い
日々のケアの中ですでに多くの工夫を行っていただいているところかと思いますが、改めて次のような視点についても、可能な範囲でのご確認・ご検討をお願いいたします。
· 利用者お一人おひとりの状況に応じた転倒リスクの評価（歩行能力、認知機能の状態、服薬内容の変化など）
· 夜間やトイレまでの動線、ベッド周辺など、事故が起こりやすいと考えられる場所について、環境面や見守り体制を含めた見直しの検討
· センサー等の機器による支援も活用しながら、利用者の生活リズムや自立を尊重しつつ、転倒しにくい生活環境づくりについての工夫
それぞれの施設の実情に応じて、無理のない形で取り組んでいただければと思います。

事故を「学び」につなげる視点について
事故報告は、決して責任を問うためのものではなく、同じような事故を繰り返さないための「学びの材料」として共有していただくことを目的としています。
· 小さな事故や、結果として大事に至らなかった事例についても、気軽に共有しやすい職場環境づくり
· 事故やヒヤリ・ハット事例を、個人の問題ではなく組織全体での気づきとして活かしていく視点
日々の業務でお忙しい中ではありますが、こうした積み重ねが、利用者の皆さまの安全確保につながるものと考えております。[image: テーブル

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]
	[image: グラフ

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]
（令和７年度データ）
 1 / 6
image1.png
2. BEF - BRCLELBHEGRCAERSICOVT] CHE

ERPRESEFALIFERBICHEDI AT

e B8 5 A11HIC. ERFPRAKNEA I SERFRAEBALIFE NMEEBIATETHD,
o ZEEM-MERCHVTIL. SHLIENS 7 A31HEBTHBLLT. EHAERLIFEN SOBITIFENRETT,

i, 202646 (T8 EE)
2H 3H 68 78 8H
BIAIRSE
BTG
E55EERLIFE
SEHRE BT @ T X2
ERPREER B
LIFE BT BRI BERE
BT
U= ERORH]
- BTEORE. EHEERLFE
R ERORE] , tgi -
B - HERIC - EHEWAUFECRY - BITROEE. 25
= g LIFETIZH BHRDIRH]
B BHEE = . ERhRAEELFETIR

EFLIFE TEiFA OBRAT —_CABRRCHAEREROAR, EXROFTRHEREISRING (48 TR ESEEALIFEODBETRET B Y ZEARPRAEMLIFEICBTTZEN)
EHAEMLIFETET —YDEROHTHE

©




image2.png
1. (5) @ HBMEHEREEERMCHTIHEOEA

BE (2% —E2 (BEFREERREK. HEBLAERTAER) ]

O BREPCKBNFELIBETH-oTH, BEANEY —CRAEZBENICRUTE 2UBIERAT 2710, 5
WHECE L HEOREOWMEE KD ZEAN D, BREE L CIFKBOVTIARIITES O EHMFEHE K
EOBE. EFEMERET 5.

[ERRE]
Hiug
<®i7> <dE >

%L SEBEEHERERAN
P - EeRs-rz

FTERAIHD1005 OIHEL S 2 BT AEE ($13)
ZofoY—E2 FTERAIH 1005 D UL T 2 BT EEE ($)
HFRIBEEICHR - BERY — U CHERRE L REEHAE 5. 5 W40/ BRETH >4,

BY—CRBEEAY — CARPHESANRG A £ BER, ERCRE, 55, ZORY—CRIE, A
E A STHLT T URE/ (8 - B) oREEL.

HEENE

O UTOHEIESL TULWEWES GiH)
BREPHFBABORERICELT, HAEICHT 24— EXORUEMENICEIET 2700, RUFEE
DEFHTRMOEBENER D 0 OFE (EBREHE) 2RETHIL
- LPEBMEHEICHVCLELEBEERTI L
¥ SH17% 3 A310 £ TOM, BREOFHRUEAEOBILOL:HOEHORERUFELE RT3 AENHEOREL(T>
TLBBEICK

HEEEALLLV. BARY-CR BHARES. BEAEXECOVTE. $HT7E3A3NEZTOM
g e,

¢} RESND LS. FEFYOEEICLY
XRBVEERAMT S EHED, MRMERMOFEREXR IS SHREMY AL, NEY — C2FRLK
P AT LICERT X ERACEBREHEICRT 2RERREENT 25, FEM~OBENTERLT . T,
WROHERERRE AR, BWEEFICLZBEERT L L bIc, EHEREHBLREHH OB - FEHID
WTh, HEOFMECEHELENNERBTLBS L) BEESICL 2RENLEEERD 2.





image3.png
1. (6) @ HFMREOEELOHED

wE [7 : SRAFRY — 2k, SBERY -2k, 1 :
HERHARLk, RENEH K]

RY — €2k, EHRY -2k, BLARRS K.

O BHNHRECOELZBECERIBEAN D>, UTORELETI.
T RMAFRY - EARUSHERY —EXUIONT, SENIRZOBELOHOBRE (ZRROMES,
I ORR, FEOEMNAER) 2REMIE. [HDRE) £, SEORREOBECOLHOEELH
LohTuhungaid, SAEMERET 2. TOR 1EMOSBBBHAMERI 2 LT3, [HRKE]

4 FMFRY-—ER, BRERY - BUHASES, FEBHASESRUBENELEICOVLT, ABERE
OHBEFOEDBRIISHERET 2L HRLPLEBLHVBEERE, HEHH STRELRENIE
EL, SEOARSEETIBECE, ZOBRRUBYE. ZOROHAEOLED LRRPUEBLVE
BERRT B LERBENIT S, [HHWE)





image4.png
1. (6) @ BEHHMHRFOEELOHED

B¥ GEMAFRY — €2k, SHERY —C2k]

<BT> <HEH>
=L > SGIRBIERERERE FEE 08010050185 2 BUBERE (7))

¥ FRIBERICHR - BERY —C X CHEIRELREEREEEAL LR, 5 6/BHETH 1A, BY—C
ABIEAY —EARPEEFADR: EEER. EECHE. 45, MRATR - SWERY — CXFESE
B SFHLTI KEE/BORBE





image5.png
(3) @ BAHEMHEE L DEHMNLEBORNE

BE [SEmIRLLZ ok, RAESLBTIOBELENS, SOTIRARLENS, NTEARLER, LHERLT
FLTCTRION

AEEA RIS N EERRE]
O NEE AR NEEARE) NEERE. POENGEARLEINEIOVT, BHEFBELOX
DB D EEGHEMET 2720, AFEZLBARE UT IAFEE] 1. ) ORBEFOMEEE

TIRBEEBOIRAET S & 9 5H7- wMEERIBT 2,

O #f:. BEERICS Y 2ERBEEENTIOLT, EHNLLBE SV TABREORRESOMBMAA LTS
LIRMLETS. [HEFRAE]
HuH
(MEEABRIR, SHERTANEARLRE, AEEARRER, HEESR]
<mi7> <aEs>
wL BHEREEELIN
BABMAR(1) EROD~IORELRLTEE  100861/5 (SR6EE) S0KG/A(SHTEE~) (70
(2) TsIOBE 58t/A ()
[SERRARELENNA. SUERDHTRBARSEENE]
<mi> <aEw> G —
ERREEAN BHEREREELN Y E AR AR
806/A 2 10086/73 (%) HHERBRRL TS
[BEITUCTEY 20u61/A (2
(ERENGREAEENE]
S B ST, AREET L Ebon
HL BHEREEERIN o oy
BAERBIA (1) EROL, COBFERETEE 1086/7 (750 EATEBOAREERE L TR
(2D)znsRoRE aosi/g Grp  LGAIRERERRCTVESS
HEEHE

O BHEMBELOMT, AFESORNREET, YBATEFOREFORRE AT LM EMOBELTLEI L, i)





image6.png
5. @ [WEBT RHOREL

BE [&%-£x]

O BEEE4SL, FEFOBHRLOBRBEGOBEFAES OV, AL LTEXFATO [SEIBR) &
KHTUB—F, WAHPOSE (K77 11%) XGBENERORKC LY, SEILIBEG~OBTER
BTEBRECAS>TVBEDS, [BEBT] MR, A~ E—3v b ECERORENTRT 545, N
Y- CXEREE, B LTERSAGOBBRE Tz 74 b (EADOF— AN—VERUEHERARY R T L
£) CBE - ARLEVhEES KL L LTS, [HARE] [E7KE) (BMKE]

CxeM T FEN SREMT)





image7.png
2. (1) @ HEERABEEENEICE T2 ARFEEED™IL

HE

(A BEEENEK]

O 2TOHERBIABEEENZI LSV TORFEERFHEZRRT 2L ET L LHIC, ABEORE

KL

B HOARGEERL R 2BAD O, HERRABELENESFICH T2 ARGEEREHIMEZEL L, BN

HOREBEHOBREA—EEMLET, #RAY—ERELTITICL LT 2, 20K 3FHMORBRESRME
BT B, [BHRE]

LIy

<HIT>

<aE>
R WRAHIME 30841/ 5 > R





image8.png
1. (3) © HHERER & OEBEH OHE

BE (NWEARUHS, BAEEDABEARUBRATEEENS, ABEARRIER, NBERR]

O ARERERCOLT, BRATHGIRGEROREL B2 LB, BHERMEE OBRO T TL ) BYENTE
75 BHERRT BRAN S, ETEMEID ERRNCETERE TIET 5 LE0ERMRAE £ XN 55 AT
WET 2200, UTORELETS. [HSUE]

7 UTOBEEALTHHERME (QLOLTEARIRE, ) 2EVAZ LERBHDS RUOERMREEND
CEEEYBHERLT I LELTHELRAALIEET A, ) . XOB. BERUCAPBHREIFL L, HET
WAL 5 LBEEE T £ £ 5L ABLHBE DV TRITT 2.

O AFEOBRIELLABEF BT, ERRSEERANEHNGET) B8 BHRELTLAZ L,

@ BREORWH - FBELBUT, BRET EHEBRERLTNAC L,

@ AFEOBROBINE LLBEFLELT, SHRROENEBHERUNZ OEOERMROENIBAETT
L AREET 2 L0 N ATEDAREFAIL L TRIIANSHHERELTLE T L,

A 1EC1ELE, BHERBRELONT, AFEORKOLLNELBESORLERTT 5 L Lblc, YREHE
FEROLHEFC VT, AEERFOBEE T % BAECEE L ATAEL SR LTS,

7 AFEFGHERMRECARLLEE, FRAERL, BRATEL 5> BB BT, ZOACEATEES
CERTEBEICEWBILET B,

BE (HERRARHEEN Sk, REBELHERRAREEENE, BOENSRADEEABk]

O miERREACHLIRGEROREE B2 BE1 . BHERERLOBRD T CRLNLATHNE LS. BT
ERE R ERAR-GEERTXAT S HRORRARE L XUL0SSARUHTART SLOKC. HTORBLES
3. [84%E)

T GHERMEEES DS T, UTORAE AL TEHEFBNEEDS LICENBT LTS,
O AREOBROBLNE CLBEFLHLT, ENXERARAIIITET > FHEERERLTLEZ L.
@ BRORGH - IBEL, BRETEHETHRRLTLEZ L,

A 1EC1ELNE BHERBRLONT, HREORROLLNELLBASORGERTT B L L b, YREHE
WERDEIE COUT, YRERFOBEL (T-% HAECES L BT SBNC L LT3,

7 AREFGNERMRECARLERC, FRAERL, BRATEL 5> BELEUTIE, ZOPCEABEED
CERTEREICENBILET S,





image9.png
3. (2) @ NAZORLITICNEY —EROHOBFRRUEADRIBERIC
BT 2HRERAT 2 HOERERORBEORBTIT

BE UBBIAF RS — € 2k, BERY—E 2k SRERY -2k, —E2]

O AWRBLHYSEEEOM LICHT SWEDREEMI WA b, BHIHY 3 RAEMURTHFLL LT,
FEFOK LT, AREORLBTIABY —E2OBORRRUBAORIBRA AT 2 /8%
£HORELOREERBH S, OB IEMOSBREMMERI LTS, (HHHE]





image10.png
GRo FE

Ly 210 59%
Ae 0 0%
N 33 9%
[0/ 3 27 8%
M, HBELNE 15 4%
RAME - 2R 8 2%
B - EYYE 10 3%
ERAERE (F = —THhE%) 1 0%
Z 0 49 14%

a1 353 100%




image11.png
250
200
150
100

50

&

EHOW

& Phg

iy mElE




